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A. 研究目的 

近年、小児を受け入れる在宅医や訪

問看護ステーションが増加し、小児が

ん患者においても終末期を自宅で過ご

す選択が可能になってきた。2020年の

人口動態統計によると、小児がんによ

り亡くなった 0-19歳の患者の 34％が

自宅で亡くなっていた。一方、自宅の

ある場所での受け入れ体制や病院側の

経験によっては子どもと家族から在宅

で過ごす希望があっても移行が難し

く、終末期を過ごす場所の選択肢が病

院のみに限られる場合もある。 

本研究の目的は、1）小児がんの子

どもが終末期を自宅で過ごすための退

院調整の工夫点や困難な点を明らかに

すること、2）重症心身障害の子ども

の退院調整および終末期を自宅で過ご
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す成人期のがん患者の退院調整と小児

がんの子どもの退院調整で異なる点を

明らかにすることの 2点である。 

 

B. 研究方法 

対象者：小児がん拠点病院もしくは

小児がん連携病院に所属し、小児がん

のこどもの終末期を見据えた退院支援

に 3例以上携わった経験をもつ退院支

援部門のスタッフとし、機縁法で選定

した。 

データ収集：令和 4年 12月から令

和 5年 3月 

調査方法：対象者 3～5名のフォー

カスグループにインタビューガイドを

用いた半構造的面接を 1回 90分程度

実施した。面接にはオンライン会議シ

ステムを用いた。調査者は医師、看護

師、医療ソーシャルワーカーで構成し

た。 

分析方法：インタビューデータから

逐語録を作成し、研究目的に合致する

語りを文脈単位で抽出し、質的帰納的

に分析を行った。 

本研究は、宮城大学研究倫理専門委

員会の承認を得て実施した。機縁法で

あるため、同意書の返送先は研究事務

局とし、対象候補者の同意の有無が紹

介者に分からないよう配慮した。 

 

C. 研究結果 

3回のフォーカスグループインタビ

ューを実施し、計 11名（看護師 5

名、医療ソーシャルワーカー6名）が

参加した。 

終末期を見据えた小児がんの子ども

の退院調整は、＜在宅移行の調整にか

けられる時間的猶予が少ない＞、＜家

族が状況を受け止め切れていない＞、

＜自宅での急変や看取りを見据える必

要性＞、＜子ども自身の意向が見えに

くい＞、＜医療資源が地域ごとに異な

る＞という特徴をもっていた。このよ

うな中で、＜先々を見据えて早期から

地域の医師に繋げる＞など終末期以前

から関係性構築の機会を調整するとと

もに、終末期には＜多職種で役割を分

担し退院調整業務に専念＞、＜子ども

本人と家族員それぞれの意向の丁寧な

把握＞、＜“希望”に沿った調整＞、

＜バックベッドの調整＞を行い、子ど

もと家族が安心して自宅で過ごせる調

整と、地域の医師や看護師が安心して

引き受けられる調整を行っていた。 

 

D. 考察 

重症心身障害をもつ子どもの退院調

整は、退院後に長く続く子どもと家族

の生活を「安全・安定」して送ること

に主眼が置かれる一方、終末期を見据

えた小児がんの子どもの退院調整は、

家族の揺れ動く気持ちを支えながら、

子どもと家族の「希望」に主眼を置

き、多職種で連携しながらスピード感

を持って行われており、難しい場面で

意思決定を支える能力、多職種間連携

の促進が重要と考える。 

また、成人領域の退院調整と比べ、

地域で利用できる資源が少ないこと、

資源に地域差があること、患者自身の

意向が見えにくいこと、小児がん医療

の進歩で治療選択肢が増えたことによ
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り終末期を見据えた退院に舵を切る難

しさを抱えていることが明らかになっ

た。地域による医療格差の是正、終末

期に限らず日頃から子どもの意向を大

切にする姿勢のさらなる育成が求めら

れると考える。 

 

E. 結論 

終末期を見据えた小児がんの子ども

の退院調整は、子どもと家族の“希

望”を中心に置き、多職種で連携しな

がらスピード感を持って行われてい

た。一方、利用できる資源に地域差が

あり医療格差の是正が課題として挙げ

られた。 

 

F. 健康危険情報 

特記すべき事項なし 

 

G. 研究発表 

１． 論文発表 

今後投稿予定 

 

２． 学会発表 

今後発表予定 

（発表誌名巻号・頁・発行年等も記入） 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

1. 特許取得 

なし 

2. 実用新案登録 

なし 

3. その他 

特記事項なし

 

 


